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概  要 

 

従来の機械加工等による技術では困難な処理に対応するため、レーザー光源

を用いて表面処理加工の研究を行なっている。短パルスレーザー利用によって

次の表面処理が可能となる。①金属表面の除去・溶融による平滑化、摩擦係数

の低減処理、②物体表面の除去加工によるディンプル形成（摩擦係数低減）、

③衝撃波による残留圧縮応力付与（割れ防止）。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来技術は NC 加工機等による切削・研磨技術、ショットブラスト処理によ

るディンプル形成、残留圧縮応力付与である。優位性は、非接触による高速処

理性、ドライ加工による工程の短縮化、及び 局所に限定した処理が容易なこ

とである。 

本技術の 

有用性 

 単一光源・単一駆動系の組み合わせにより、諸々の表面処理を可能とするこ

と、及び各々の処理課程において独自のノウハウを有することができる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

深い圧縮残留応力深い圧縮残留応力
の付加が可能の付加が可能（～（～mm)mm)
深い圧縮残留応力深い圧縮残留応力
の付加が可能の付加が可能（～（～mm)mm)

深い圧縮残留応力深い圧縮残留応力
の付加が可能の付加が可能（～（～mm)mm)
深い圧縮残留応力深い圧縮残留応力
の付加が可能の付加が可能（～（～mm)mm)

 

適用可能製品 
・摩耗部品 ・金属溶接部  ・金属疲労部  

・発条（バネ）、ギヤ、金型 
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